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髙
津

み
ど
り

議
員（
公
明
）

　
市
が
実
施
し
て
い
る
認
知

症
予
防
の
取
組
を
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長
　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
心

の
健
康
を
保
つ
方

法
を
伝
え
る
脳
力

ア
ッ
プ
教
室
を
開

催
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
介
護
予

防
推
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、
認
知
症
予

防
教
室
を
実
施
し

田
村

智
恵
美

議
員
（
ネ
ッ
ト
）

　
平
成
27
年
度
に
策
定
さ
れ

た
第
５
次
府
中
市
男
女
共
同

参
画
計
画
の
中
に
配
偶
者
暴

力
対
策
基
本
計
画
が
新
た
に

組
み
込
ま
れ
た
。

　
同
基
本
計
画
が
で
き
た
こ

と
で
、
更
に
推
進
し
て
い
く

施
策
が
あ
れ
ば
聞
き
た
い
。

目
黒

重
夫

議
員（
共
産
）　

平
成
22
年
の
ご
み
改
革
か
ら

５
年
が
経
過
し
た
が
、
市
は

こ
の
５
年
間
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
か
。

市
長
　
22
年
度
は
21
年
度
と

比
べ
て
ご
み
量
が
約
27
％
削

減
さ
れ
、
そ
の
後
も
リ
バ
ウ

ン
ド
は
な
か
っ
た
。

　
市
民
１
人
当
た
り
の
家
庭

ご
み
の
排
出
量
に
つ
い
て
も
、

ご
み
改
革
後
の
22
年
度
か
ら

都
内
26
市
で
最
も
少
な
い
状

況
を
堅
持
し
て
お
り
、
市
民

や
事
業
者
の
ご
み
の
減
量
と

分
別
に
対
す
る
高
い
意
識
に

よ
る
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

議
員
　
市
民
の
努
力
や
協
力

に
対
す
る
還
元
策
と
し
て
、

町
田
市
の
よ
う
に
、
可
燃
・

西
埜

真
美

議
員
（
ネ
ッ
ト
）
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用

期
日
が
迫
る
に
つ
れ
て
、
情

報
漏
え
い
の
危
険
性
な
ど
を

危
惧
す
る
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
マ
イ

て
お
り
、
平
成
27
年
度
か
ら

は
絵
本
読
み
聞
か
せ
教
室
を

行
う
な
ど
内
容
を
一
新
し
て

い
る
。

議
員
　
認
知
症
患
者
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

認
知
症
に
対
す
る
取
組
の
強

化
が
必
要
と
考
え
る
が
、
認

知
症
の
予
防
に
役
立
つ
運
動

と
し
て
開
発
さ
れ
た
コ
グ
ニ

サ
イ
ズ
を
導
入
す
る
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
本
市
で
は
、

楽
し
み
な
が
ら
運
動
機
能
を

高
め
る
「
元
気
一
番
!!
ふ
ち

ゅ
う
体
操
」
の
普
及
・
啓
発

西
村

陸

議
員（
公
明
）　
通

学
路
の
緊
急
合
同
点
検
実
施

か
ら
３
年
が
経
過
し
た
が
、

現
状
や
今
後
の
対
応
は
。

教
育
部
長
　
危
険
・
要
注
意

箇
所
が
58
か
所
で
、
う
ち
16

か
所
の
対
策
を
行
っ
た
。

　
課
題
と
し
て
、
対
応
が
必

要
な
箇
所
で
計
画
的
な
対
策

が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
対
応
状
況

等
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

な
ど
が
あ
る
。

　
今
後
は
対
応

が
で
き
て
い
な

い
箇
所
に
つ
い

て
、
関
係
課
と

協
議
等
を
行
い
、

方
向
性
を
決
定

し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
地
域
で

子
ど
も
た
ち
を

守
る
た
め
の
防

備

邦
彦

議
員（
友
愛
）　
本

市
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
対

策
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
チ

ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
か
。

福
祉
保
健
部
長
　
国
民
健
康

保
険
に
加
入
す
る
40
歳
か
ら

74
歳
の
市
民
が
受
診
で
き
る

特
定
健
康
診
査
及
び
40
歳
以

上
の
生
活
保
護
受
給
者
や
中

国
残
留
邦
人
が
受
診
で
き
る

成
人
健
康
診
査
で
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
や
血
糖
に
係

る
リ
ス
ク
等
に
つ
い
て
判
定

し
て
い
る
。

議
員
　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

結
城

亮

議
員（
共
産
）　
待

機
児
童
解
消
に
向
け
、
国
有

地
な
ど
の
未
利
用
地
を
活
用

し
、
認
可
保
育
所
を
増
設
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

　
ま
た
、
認
証
保
育
所
に
子

ど
も
を
預
け
て
い
る
低
所
得

世
帯
に
対
し
、
月
額
補
助
を

拡
充
す
る
考
え
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
認
可
保

育
所
の
増
設
に
つ
い
て
は
、

国
や
都
に
お
い
て
公
有
地
を

保
育
所
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
市
に
お
い
て
も
、
待

機
児
童
解
消
策
の
選
択
肢
と

し
て
そ
の
可
能
性
を
探
っ
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
、
月
額
補
助
の
拡
充

に
つ
い
て
は
、
市
子
ど
も
・

子
育
て
審
議
会
の
意
見
や
他

市
の
動
向
を
踏
ま
え
て
対
応

し
た
い
。

他 

２
０
２
５
年
高
齢
化
社
会
に
向

け
て
―
「
住
ま
い
は
人
権
」、
高

齢
者
１
人
世
帯
の
住
宅
問
題
改
善

を
求
め
る
●

稼
働
世
代
へ
の
就
労

支
援
策
の
改
善
充
実
を
―
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
の
よ
り
よ
い

方
策
を
求
め
る

奈
良
﨑

久
和

議
員（
公
明
）

　
市
立
小
・
中
学
校
特
別
教

室
の
冷
房
化
に
関
し
、
理
科

室
等
も
都
の
支
援
対
象
に
加

わ
る
が
、
特
別
教
室
の
冷
房

化
を
図
る
上
で
、
市
の
課
題

を
聞
き
た
い
。

教
育
部
長
　
冷
房
化
さ
れ
て

い
な
い
特
別
教
室
３
５
０
室

に
つ
い
て
の
調
査
や
各
学
校

に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の

実
施
に
よ
り
、
合
理
的
な
冷

房
化
を
行
う
こ
と
を
課
題
と

し
て
捉
え
て
い
る
。

議
員
　
特
別
教
室
の
冷
房
化

に
関
し
、
実
施
設
計
を
含
め
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

教
育
部
長
　
実
施
設
計
に
当

た
り
、
各
学
校
の
実
情
や
今

後
の
教
室
活
用
に
係
る
把
握

が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
特

別
教
室
に
準
じ
た
教
室
も
支

援
対
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
用
途
に
係
る
事
前
把
握

も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
国
や
都
の
支
援
を

最
大
限
に
活
用
し
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
未
実
施
で

あ
る
特
別
教
室
の
冷
房
化
を

実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

群
等
と
判
定
さ
れ
た
方
へ
の

対
応
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
一
定
の
基

準
を
超
え
た
場
合
に
は
生
活

習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
を
判

定
し
、
保
健
指
導
に
つ
な
げ

て
い
る
。

　
保
健
指
導
で
は
、
保
健
師

や
管
理
栄
養
士
な
ど
が
食
生

活
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
運
動

習
慣
の
提
案
を
行
い
、
実
践

の
経
過
を
追
っ
て
支
援
し
て

い
く
。

他 

府
中
市
の
認
知
症
の
チ
ェ
ッ

ク
へ
の
対
応
に
つ
い
て

に
努
め
て
い
る
が
、
コ
グ
ニ

サ
イ
ズ
に
つ
い
て
も
、
導
入

し
て
い
る
自
治
体
な
ど
の
状

況
を
参
考
に
し
な
が
ら
実
施

に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
。

衛
策
で
あ
る
「
子
ど
も
緊
急

避
難
の
家
」
の
登
録
件
数
は
。

　
ま
た
、
私
立
学
校
や
特
別

支
援
学
校
等
に
通
う
児
童
・

生
徒
も
対
象
に
な
る
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
件
数
は
、

平
成
27
年
度
現
在
で
家
庭
や

事
業
者
な
ど
１
８
７
４
件
が

登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
対
象
と
し
て
は
、

全
て
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
を
考
え
て
い
る
。

市
民
協
働
推
進
本
部
長
　
Ｄ

Ｖ
を
当
事
者
だ
け
の
個
人
的

な
問
題
で
は
な
く
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
阻
害

す
る
重
大
な
社
会
問
題
と
し

て
捉
え
、
正
し
い
理
解
の
促

進
と
防
止
に
向
け
た
啓
発
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
り

被
害
者
の
支
援
体
制
を
強
化

し
て
い
く
。

議
員
　
女
性
セ
ン
タ
ー
に
配

偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
機
能
を
位
置
付
け
て
は

ど
う
か
。

市
民
協
働
推
進
本
部
長
　
現

時
点
で
設
置
す
る
考
え
は
な

い
が
、
今
後
も
相
談
窓
口
の

周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
相

談
事
業
の
充
実
を
図
り
被
害

者
支
援
に
努
め
て
い
く
。

不
燃
ご
み
の
有
料
袋
に
つ
い

て
、
値
下
げ
を
検
討
で
き
な

い
か
。

生
活
環
境
部
長
　
料
金
の
改

定
に
つ
い
て
は
、
ご
み
の
減

量
意
識
や
排
出
量
に
大
き
く

影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
慎
重
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ナ
ン
バ
ー
の
独
自
利
用
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

な
る
が
、
市
の
方
針
は
。

市
長
　
各
自
治
体
が
自
主
的

か
つ
主
体
的
に
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
施
策
を
実
施
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
制

度
開
始
時
に
お
い
て
は
、
法

定
事
務
へ
の
着
実
な
対
応
に

注
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
起
こ
り
得
る
問
題
と

し
て
詐
欺
被
害
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
が
、
市
の
対
策
を
聞

き
た
い
。

政
策
総
務
部
長
　
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
に
限
ら
ず
、
様
々
な
詐

欺
事
件
が
横
行
し
て
い
る
中

で
、
第
三
者
に
対
し
、
自
分

の
情
報
を
安
易
に
提
供
し
な

い
と
い
っ
た
注
意
喚
起
を
広

報
等
に
よ
り
行
う
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

健　

康　

診　

断　

で

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
等
と

判
定
さ
れ
た
方
へ
の
対
応
は

通
学
路
の
緊
急
合
同
点
検

実
施
か
ら
３
年
が
経
過
し
た
が

今　

後　

の　

対　

応　

は

ご
み
の
有
料
袋
に
つ
い
て

値
下
げ
を
検
討
で
き
な
い
か

生　

活　

習　

慣　

病　

の

発

症

リ

ス

ク

を

判

定

し

保
健
指
導
に
つ
な
げ
て
い
る

対
応
が
で
き
て
い
な
い

危
険
・
要
注
意
箇
所
に
つ
い
て

方
向
性
を
決
定
し
て
い
き
た
い

影
響
が
考
え
ら
れ
る
た
め

慎　

重　

に　

進　

め　

る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

認 知 症 予 防 と し て
コグニサイズを導入する考えは

市 立 小 ・ 中 学 校
特 別 教 室 の 冷 房 化 を
どのように進めていくか

国有地などの未利用地を活用し
認可保育所を増設する考えは

マイナンバーの独自利用
市 　 の 　 方 　 針 　 は

配偶者暴力対策基本計画
推進していくための施策は

実　施　に　向　け
検 討 し て い き た い

国や都の支援を活用し
できるだけ早い時期に
実現したいと考えている

待機児童解消策の選択肢として
可 能 性 を 探 っ て い き た い

制 度 開 始 時 に お い て は
法 定 事 務 の 対 応 に
注力することが大切と考える

関係機関等との連携により
被 害 者 の 支 援 体 制 を
強　化　し　て　い　く

　▲店頭に並ぶごみの有料袋

　▲点検後に設置された看板

コグニサイズ


